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1■市民大会、一わたしの主張一新発田市大会

　　　7月26日口、新発田市生涯学習センターを会場に、新発田青少年健全育成市民会議「市

　　民大会」を開催し、青少年健全育成活動に長年尽力された方々への功労者表彰や記念アト

　　ラクションを行うとともに、「一わたしの主張一新発田市大会」を併せて行い、市内10中

　　学校の代表生徒が、日頃考えている清新かつ建設的な意見を、自分の言葉で発表してくれ

　　ました（発表の要旨を2～3ページに掲載しておりますのでご覧ください。）。

　　　なお、「一わたしの主張一新発田市大会」で優秀賞を受賞した5名が、8月20El困に聖

　　籠町文化会館で開催されました三市北蒲原地区大会に出場し、川東中学校3年生の宮村

　　萌々香さんが最優秀賞に輝き、地区代表として9月21日㈲に当市で15年ぶりに開催され

　　た県大会へ出場しました。宮村さんは、県大会でも最優秀賞を受賞し、関東・甲信越静ブ

　　ロック審査委員会に推薦され、ブロック代表として11月16日に開催される全国大会に出

　　場します。
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■功労者表彰
　市民大会において、功労者として次の4名の方が表彰を受けられました。

　受賞者

　　坂田　キミ　様　新発田市少年補導委員会

　　中村　明　　様　御免町小・一中校区青少年健全育成会議

　　西方　淳　　様　ボーイスカウト新発田第1団

　　宮下　正洋　様　さわやか佐々木っ子育成会
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■記念アトラクション

　記念アトラクションとして新潟県退職公務員連盟新発田支部日本舞踊教室のお二人が

市民大会に華を添え、会場を大いに盛り上げてくれました。

市民会議の活動とは新発晴少年健錆成市胎議会長小出隆一
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の欝ξ：嬬欝鑑㌶縫蘂㌶纂；驚鷲；課｛
民の皆様には会費の納入をはじめ、当市民会議の活動に格別なるご理解とこ協力を賜

り、感謝と御礼を申し上げます。

　子ども達を取り巻く環境は、時代とともに変化、多様化し、ネットトラプルのよう

な私達大人が子どもだった頃にはなかった問題が生じてきております。子ども達への

　対応もかつてと同じようにはいかないと感じておりますが、問題行動をとる子ども達が苦しみや寂しさ

　などを抱えていることは今も昔も変わらず、そのような子ども達に寄り添い、話を聞く、そのような小

　さなことの積み重ねが明日の新発田を担う青少年の健やかな成長につながるのではないでしょうか。　　　1

　　当市民会議の活動も、派手ではなくとも子ども達と心が触れ合うきっかけとなるような活動を、今後　　1

　も続けてまいりたいと考えております。引き続きご理解とこ支援を賜りますようお願い申し上げます。　　1
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など、家事を自分から進んでやることを。そして、毎日たった一度だけでも、心の底から日頃の感謝を伝えることを。

そのときは、笑顔で「ありがとう」と言いたい。これから、言葉と行動で、私のこの気持ちを伝えていきたい。今から

でもまだ遅くないから、もっともっと感謝を伝えながら、恩返しをしていきたい。こんなにたくさんの愛情を注いでく

れて、いつも笑顔の両親は私の憧れだ。 　

　　　　　　　一人になる勇気　　　　　　　　　　　　　　　東中学校3年岩笛英芥

　　　　　　　現代の学校では、友達が少ない人を「隠キャ」、友達が多い人を「陽キャ」などと分類し、いわゆるス

　　　　　　クールカーストを作る癖がある。しかし一つ覚えておいてほしい。友達が少ないのも多いのも、その人

　　　　　　の個性や選択であり長所や短所ではないということを。このような分類する癖を消すことは難しいと思

　　　　　　うが、スクールカーストが消えない限り、一人が好きな人も必死に友達を増やそうと自分を偽ってしま

うのだ。だから言いたい、みんな、もうそんなものにしばられるのはやめよう。

　一人が好きな人は一人でもいい、友達が好きな人はたくさん友達と関わってもいい。決してそれは悪いことではない

ことを分かっておいてほしい。我慢せずに一歩前に踏み出してみよう。きっとそこで本当のあなたに出会えるだろう。

　　　　　　実感しながら生活をしています。母との暮らしは、私にとても大切なことを教えてくれたのです。

　このことを、自分だけにとどめず、周りの人たちにも、私は伝えていきたし、です。皆さん、障がいを抱えている人

は、困ったときに助けてもらえると、本当に嬉しいものです。それは小さなことでも、大きな思いやりとして相手の心

に届きます。相手に寄り添う、思いやりのある社会を、一緒に創っていきましょう。

　　　　　　　言葉にしないと届かない想い　　　　　　　　ヵ0治川中学校3年采商蓮警

　　　　　　　これから私は、自分の気持ちは、タイミングを逃さず素直に伝えるようになりたいと思う。そのため

に言葉にしなくても察してくれる、と思わないようにしたい。たとえ、気まずい気持ちや雰囲気になっても、照れくさ

くても、勇気を出して少しずつでも言葉にする努力をしていきたい。毎日の中でそれが私の当たり前になるといい。そ

うすればきっと、家族だけでなく、友達とも今よりもっと分かり合える関係を築くことができると思うから。
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また、こうした気付きによって、自分自身の行動を見直すことで、周りの人が自分の姿に小さな「好き」を感じてくれ

ることにつながるかもしれません。私は、このようにして「小さな好き」の連鎖が生まれたら、一人一人の生活も周り

の人の生活も、より明るく楽しいものになっていくと思います。

　　「小さな好き」に気付くことを心に留めて、笑顔あふれる、豊かな毎日を送りませんか。　　　　　　　　　　　　｝
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　　　　1、Q．　自分だけの航路　　　　　　　　　　　　　　七葉中学校3年由翠蘭弱

　　、　LX　こ　私は今、目の前に広がる「進路」という大海原への出航時刻を前に怯えている。そんな中、大人にな

　　　　掴．っても「毎日が挑戦の日々」という先生の言葉を聞いた。自分の未来に悩みながら、行き先もわからず

　　　　　1夕舟を漕ぎ続けているんだと言った。私は今まで、周囲からの評価を気にして、夢どころか小さな目標を
　　S一ン　もつことさえやめていた。目指していること、考えていることは人それぞれ違う。けれど誰でもいくつ

になっても、時に航路を彷復いながらも、希望の光を見出そうと精一杯生きている。自分をもっと信じて、自信をもっ

て進んでいいのだ。

　だから私はまず、自分のやりたいこと、叶えたいことは言葉にしていく。小さい頃、夢をもっていた自分のように。

私がどんな選択をしても開ける道は必ずある。前に進むしかない。

一一Pt「　　　　　　　－　　　　　　　1＝＝”T－＝　一一　一〒　’鴫■キー　＝　－1■ロー一　一一一”　　一　”　－1＝一　　一r香一一　　一　＝一’「－　tm’1－－MTt－－t　v＝”一　一’

　　畑一t　　　発達障がいに対する理解はまだ足りず、障がい者に対する差別、偏見などで相手とのコミュニケーシ

ョンに問題を抱え、障がい者が困っているのに助けてもらえないことがあります。私は、まず身近な弟とたくさん話

し、サポートするなどできることから始めていきたいです。そして、その経験を活かして将来は医師やカウンセラーな

どになり、困っている人達が悩みを話せる環境を作り、安心できるようにしたいです。そして将来は、発達障がいに対

する理解をもっと社会に広めていきたいと思います。

　　　　　　　母の病とともに歩む生活環境は私を大きく成長させてくれました。家族がいることは当たり前じゃな
い。命の大切さ、支え合って生きること、今の母の姿からどんなにつらいことがあっても簡単に諦めてはいけないとい
うことも学びました。私はこれからも、私の側に母がいてくれることに感謝して、命を大事に、毎日を大事に生きてい

こうと思います。だから私は毎日笑顔で言います。
　「お母さん、いってきます。」
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大切にしたいもの　　　　　　　　　　　　　　猿橋中学校3年薪由藻籍

私が感じる紙の本の良さは、記憶定着の効率や集中力の持続だけではない。「ページが進んだ」「この
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　　一、已らし、読んだ」と感じる瞬間に喜びがある．紙をめくる感触と音は、ぺ＿ジ雌んで話の区切りを感じ

竃　　　　　させ、次の展開へと私をワクワクさせる。本の厚さから、「こんなにも読み進めた」という達成感が得ら

　　　’　　れると同時に、「もっと読みたい」という衝動に駆られる。

　多くの人に紙の本の楽しさに気付いてもらいたい。年々「読書離れ」や「活字離れ」が進んでいる。電子化により、

本屋や図書館なども数を減らしつつある。それでも私ははっきりと言える。「紙の本が好きだ」と。紙の本を読むとき

に、電子書籍の便利さに負けない楽しさを感じる瞬間がある。読者に達成感を与え、感情を豊かにさせる。電子書籍と

は違う楽しさで文章に夢中になれる。これこそが紙の本による読書の楽しさだ。

　　　　　　ました。跳び箱に挑戦し続けたり、小学五年生の時、新発田市で行われた二十歳の集いで小学生代表と
して発表をしたり、中学生になってからは生徒会役員に立候補したり、様々な場面で、失敗を恐れずに挑戦してきたか
らこそ、今の自分があると思っています。

失敗したから諦める。失敗したくないから諦める。これでは成長できません。皆さんも失敗を恐れずに、成長のため
に「失敗しよう1」と思って、一歩踏み出してみませんか？
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t　　　　　　　　　　令和6年度収支決算
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少年団体等

活動助成費

，279，000円

令和7年度理事会の様子

令和7年度収支予算
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，965円

少年団体等

活動助成費

，279，000円
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広報「はばたき」が市ホームページで見られます
広報「はばたき」は、新発田市のホームページでも次の①又は②の方法でご覧いただくことができます。これまで市民の
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